
 

 

 

 

 

  

この時期、黄金色に染まる丸田集落

の棚田は長年に亘って津房の名風景と

して有名でしたが、いつの間にか耕作

放棄状態になってしまいました。 

当協議会の今期の取り組み事業を検

討する際、この棚田を何とか復活させ

る方策はないかを皆で考えよう！、と

の提案があり、採択されました。 

 本事業を行うにあたり集落の代表、

提案者、当協議会の関係役員などから

成る１１人のメンバーを選出し、８月

下旬より３週間おき程度の頻度で委員

会を開催しており、１１月末ごろに活

用案を纏め、皆さんに提示を行うべく

取り組んでいます。  ＊＊＊＊＊ 
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暑
さ
対
策
の
た
め
、
例
年
に

較
べ
て
開
催
時
期
が
遅
く

な
り
ま
す
！ 

☆
開
会
8
時
15
分 

元
気
な
津
房
っ
子
の
応
援
に
、

日
ご
ろ
は
ご
無
沙
汰
し
て
い
る

知
人
友
人
と
の
旧
交
を
温
め
に

大
勢
の
方
ご
参
加
を
！ 

み
ん
な
輪
に
な
っ
て
の
盆
踊

り
や
、
大
人
も
シ
ラ
シ
ン
ケ
ン
、 

楽
し
い 

「
モ
チ
マ
キ
」  

イ
ベ
ン
ト
も 

あ
り
ま
す
。 

津
房
地
区
戦
没
者
共
同
墓
地 

 

明
治
時
代
以
降
の
近
代
化
に
よ
っ
て
急
速
に
国
力
を
つ
け
て
い
っ
た
日
本
、 

や
が
て
国
家
間
の
利
益
を
め
ぐ
っ
て
外
国
と
の
戦
争
を
経
験
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

明
治
2７
、
28
年
（
西
暦
１
８
９
４
、
5
年
）
の
日
清
戦
争
、
明
治
３７
、
３８
年 

（
１
９
０
４
、
５
年
）
の
日
露
戦
争
、
大
正
３
～
７
年
（
１
９
１
４
～
１
８
年
）
の

第
一
次
世
界
大
戦
、
昭
和
1４
～
２０
年
（
１
９
３
９
～
４
５
年
）
の
第
二
次
世
界
大

戦
の
ほ
か
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
、
満
州
侵
攻
、
日
中
戦
争
な
ど
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
戦
争
へ
は
、
津
房
地
区
か
ら
も
多
く
の
方
々
が
動
員
さ
れ
、
出
兵
し
ま

し
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
過
酷
な
状
況
下
、
１
３
２
人
も
の
方
々
が
帰
ら
ぬ
人
と
な
り

ま
し
た
。 

津
房
村
が
安
心
院
町
に
合
併
さ
れ
る
前
年
の
昭
和
２９
年
（
１
９
５
４
年
）、
津
房

地
区
が
中
心
に
な
り
、
郷
が
一
望
で
き
る
高
台
に
こ
の
共
同
墓
地
を
建
立
し
、
遺
族

お
よ
び
後
世
の
地
区
民
が
、
戦
争
遺
産
（
記
憶
）
と
し
て
戦
没
者
を
弔
い
、
不
戦
の

誓
い
を
新
た
に
す
る
場
と
し
ま
し
た
。 

英
霊
一
柱
ご
と
の
氏
名
、
戦
没
日
、
場
所
な
ど
が
刻
ま
れ
た
慰
霊
碑
１
３
２
基
が
、 

殉
国
の
碑
（
忠
魂
碑
）
を
中
心
に
し
て
整
然
と
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。 

最
も
旧
い
戦
死
は
明
治
２８
年
（
１
８
９
５
年
）、
最
も
若
い
戦
没
者
は
１４
歳
、
戦
没

地
は
日
本
国
内
か
ら
ア
ジ
ア
大
陸
、
東
南
ア
ジ
ア
、
南
洋
諸
島
、
中
に
は
地
中
海
と
、

極
め
て
広
域
に
亘
り
ま
す
。 

当
施
設
の
維
持
管
理
は
こ
れ
ま
で
津
房
地
区
遺
族
会
が
担
っ
て
き
ま
し
た
が
、
年
月

の
経
過
と
伴
に
遺
族
の
高
齢
化
や
会
員
の
減
少
が
進
ん
で
お
り
、
一
般
地
区
民
の
参  

画
が
待
た
れ
ま
す
。 

案
内
板
設
置 

津
房
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会  

住民数の割に維持管理しなければならない道路延長や施設面

積が過大で、独力での対応が厳しい集落や団体の草刈作業などを

皆で支援する「小規模集落応援事業」の第２回目を行います。 

既報のとおり、7～8月実施の第１回目では多くの方に出役頂

き、地区周辺部の生活環境の維持の面で大きく貢献できました。 

今回も「地区民の共助の精神」を発揮して奮ってご参加下さるよ

うお願い致します。 

なお、今回は沿道の支障枝の伐採にも取り組みます。 

【 対象団体・場所 】 

① 津房地区遺族会 ・・・津房地区戦没者共同墓地の園地 

② 大内集落 ・・・集落内の生活道路と外部との主要交通路 

③ 萱籠集落 ・・・  〃    〃 

【 作業実施日時・見込み作業時間 】 

① 10 月１9 日（土） 8：00～ 約 2時間 

② 10 月２７日（日） 8：00～ 約 4時間 

③ 11 月 3 日（日） 8：00～ 約 4時間 

【 集合場所など 】 

  ・応募頂いた方へ別途お知らせします。 

【 その他 】 

   ・各回とも作業保険を付保します 

  ・津房地域農地・水・環境保全活動組織の事業を活用し、 

規定に沿った作業手当をお支払いします。 

【 応募要領 】 

   ・上記の各作業実施日の１０日前までにご出役希望日を事務 

局員（岡 又は 井福）へ電話で連絡頂くか、地区公民館の 

ポストに簡単なメモで投函下さるようお願いします。 

☎：０９７８－４８－２００１（地区公民館） 

去
る
８
月
２４
日
、
恒
例
の
安
心
院
盆
地
ま
つ
り
が

催
行
さ
れ
、
わ
が
津
房
か
ら
は
、
津
房
小
学
校
の
児

童
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
沖
縄
エ
イ
サ
ー

「
ミ
ル
ク
ム
ナ
リ
」
の
演
舞
で
参
加
、
ま
つ
り
盛
り

上
げ
に
一
役
買
い
ま
し
た
。 

一
方
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
三
重
の
輪
に
な

っ
て
の
盆
踊
り
で
は
、
各
小
学
校
区
単
位
で
結
成
さ

れ
た
精
鋭
女
性
グ
ル
ー
プ
が
、
揃
い
の
浴
衣
姿
で
輪

の
中
心
部
で
踊
り
ま
す
が
、
こ
と
し
の
津
房
か
ら
は

久
し
ぶ
り
に
割
当
（
実
行
委
員
会
か
ら
要
請
）
人
数

で
あ
る
２５
人
に
達
す
る
方
々
の
出
演
協
力
を
得
て
、

津
房
地
区
民
の
心
意
気
を
発
揚
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

な
お
、
今
回
か
ら
新
し
く
輪
に
加
わ
っ
て
頂
い
た

方
が
多
か
っ
た
様
で
す
が
、
こ
れ
は
梶
原
さ
ん
ほ
か

女
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Gr.
の
各
位
と
、
心
あ
る
区
長
さ

ん
方
が
一
体
と
な
っ
て
熱
心
に
参
加
の
呼
び
掛
け
を

し
て
頂
い
た
賜
物
で
、
郷
土
の
伝
統
行
事
を
継
承
し

て
い
く
上
で
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。 

～心かよい 人が輝く ふるさと つぶさ～ 

津房地区の皆様へ 

まちづくり協議会の事務局は 
月・火・木の週三日開いています 

HP: https://tsubusa.com/ 
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↑ 揃いの浴衣で勢揃いの津房選抜！ 

← 津房小児童のエイサー演舞 


